
 
 
 
 
 
 
 

硫黄島ソルジャー 
 

ここ信州の山々にも紅葉が豊かに広がっています。唱歌「もみじ」にあるような赤や黄色の色とり

どりの美しい景色ですね。済んだ秋空に思わず深呼吸したくなります。 

一方中には、すでに枯れきった箒木のような木もあります。植物と同様、私たち大人も、また子ど

もたちも力強く歩むことを望みながら、自分ではどうすることもできない苦しみにもがく時もあるので

はないでしょうか。 

 

戦後８０年の今年、かつて２万余の兵士とともに硫黄島に散った松代町出身の硫黄島総指揮官 

栗林忠道中将、その人についてご記憶の方もいらっしゃることと思います。 

日米両軍の激しい戦闘は両国にとって稀有な戦いとなり、後に日米双方の視点で２部作の映画

が制作されました。 

長野市の面積の４０分の１にも満たない小さな島に米海兵隊が上陸した日、かのノルマンディー

上陸作戦をしのぐ、第二次世界大戦間で最大ともいわれる米艦砲射撃があったといわれています。

そのような激戦の最中にあっても彼は、硫黄島を死守することにより、米軍の本土侵攻を遅らせ終

戦交渉の進展を願い、戦争終結を大本営に向けて打電し続けていました。 

５日で陥落との敵の予想をはるかに超えて、ひと月もの間、彼の指揮のもとその身を捨てて、地

下陣地からの戦闘を展開しました。米兵は捕虜となった彼の部下たちを「硫黄島ソルジャー（兵

士）」と呼び背筋を伸ばしたといわれています。 

現在ワシントンのアーリントン国立共同墓地に隣接

する場所に立つモニュメントは、硫黄島の司令部壕

（栗林壕）近くに星条旗を立てた海兵隊の写真をもと

に建てられたものです。 

 

彼は訣別電報の最後に、残る全将兵に向けて次の

ように送りました。 

「予は常に 諸氏の先頭にあり」と。 

 

苦しみにもがく時、「わたしと一緒にやろう」「わたしが一緒にいるから」というやさしく真実な存在

のことばがあれば、私たちはどんなに励まされ勇気を出して一歩を踏み出すことができるでしょう。 

「恐れるな。」「わたしはあなたとともにいる。」「あなたが水の中を過ぎるときも、わたしは、あなた

とともにいる。」これらのことばは、自らのいのちを捨てて私たちの罪を背負い、死んでよみがえら

れたイエスご自身のことばです。聖書を通して、この復活の主の声を聴いてください。 

そしてこのお方を心に迎えてください。心からお勧めいたします。（S） 

 今月のみことば  ２０２５年１１月 

あなたが水の中を過ぎるときも、わたしは、あなたとともにいる。 （イザヤ書４３章２節） 


